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ロータリーの綱領
ObjectofRotary

綱領

ロータリーの綱領は，有益な駆業の基礎として奉仕の理想を鼓吹し，これを育成し，特に次の各項を

鼓吹，育成することにある；

第１奉仕の機会として知り合いを広めること；

第２事業および専門職務の道徳的水準を高めること；あらゆる有用な業務は尊亜されるべきである

という認識を深めること；そしてロータリアン各自が，業務を通じて社会に奉仕するためにその業務を

品位あらしめること；

第３ロータリアンすべてが，その個人生活，耶業生活および社会生活に常に奉仕の理想を適用する

こと；

第４奉仕の理想に結ばれた，耶業と聯門職務に棚わる人の世界的親交によって，剛隙IⅢの理解と親

善と平和を推進すること。

Object

TheobjectofRotaryistoencourageandfostertheidealofserviceasabasisofworthy

enterpriseand，ｉｎparticular，toencourageandfoster；

First･Thedevelopmentofacquaintanceasanopportunityforservicc；

Second，Highethicalstandardsinbusinessandprofessions；thcrccognitionofthe

worthinessofallusefuloccupations；andthedignifyingofeachRotarian，soccupation

asopportunitytoservesociety；

Third･TheapplicationoftheidealofserviceineachRotarian･spersonal，

ｂｕｓｉｎｅｓｓａｎｄｃｏｍｍｕｎｉｔｙｌｉｆｃ；

Fourth･Theadvancementofinternationalunders(anding，goodwill･ａｎｄｐｅａccthrough

awor1dfellowshipofbusinessandprofessionalpersonsunｉｔｅｄｉｎ【heidealofservice．
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Rotarylnternational

アメリカ合衆国カリフォルニア州フレモント

リチヤードＤ・キング氏

2000-2001年度国際ロータリー会艮エレクト

1996-2000年度ロータリーIl州崎理委貝会委此

1989-1991年度Ｉｊｉｌ隙ロータリー理班

1990-1991年度国際ロータリー執行委員会委貝良

〆

bＬ

リチャードＤ･キング氏は，法律事務所KinR，Kin底，andKinRのシニア・パートナーです。イリノイ

州リッチフィールド出身の氏は．カリフォルニア大学パークリ一校で学士と法学の学位を取紳し，同大

学のカリフォルニア・クラブおよびOrderｏ「ｌｈｅＧｏＩｄｅｎＢ“rの会Ｕでもあります。氏はまたユタ州

ブリガム・ヤング大学にて法学を敬えた経験をｲjしています。カリフォルニア大学においては．隙だっ

て優れた軍隊卒業生で，米国Militarylnlelligenceの大尉を務めました。

キング氏はAmericanAssociationofTrialLawycrs（アメリカ合衆岡公判弁遡士協会）の会貝であ

り．カリフォルニア，ユタのIlIj州において弁瀧士としてⅢ業する資賂を備えている他，アメリカ合衆則

肢商戦判所にて法廷に立つ資絡を布しています。氏はまた，エデン病院財、、Woodmin乳Ｃｌ･ＳｕｍｍＣｌ・

Musicals（ウッドミンスター夏期ミュージカル）およびオークランド･バレーの皿ｌｌｆも雑ねています。椿

理委員を務めているＣｉｔｙｏｆＨｏｐｅ（希望の市）では‘「SpiritofLifc」徴に卸きました。キング氏は，

CommonwealIhClubおよび俳優組合に属し，モルモン教会の長老および祭司でもあり，アメリカ･ボー

イスカウト団においては締力的に募金活動を行っています。DeMoIay会からChevalier級とＬ０厘ionof
Honorを受領しています。

1968年以来ロータリアンであるキング氏は,米則カリフォルニア州ナイルズ（フレモント)･ロータリー・

クラブの会員です。氏は，ロータリー財団の管理委員会委員，国際ロータリー理事会執行委員会委貝良，

クラブ会長,地区ガバナー，国際協議会討論リーダー，公式Ｒｌ会長代理を歴紙しました。キング氏は,財

団の国際人道的プログラムと教育プログラムへの貞献が翌められ，ロータリー財側功労枇および特別功

労徴を受挑しました。またポリオの撰滅という日猟のための優れた聡仕により，ポリオ・プラス・パイ

オニア賞を授与されています。

２０()()年７月

２



2001～02年度ＲIテーマ

共に奉仕する同僚の皆さん：

合衆国第二代の大統領ジョン・アダムスが曾てこ

う言いました：「この世で本当に亜要なのは二種類

の人でしかない－それは誓約する人と誓約を果た

す人である！」と。ロータリアンの人生は真実重要

な人生です。それは誓約し，そして誓約を果たす人

生ですから……人類が私たちの仕事です。

2001～０２年度．このテーマを掲げて,私はロー

タリアンの皆さんに，二つの誓約をし－且つそれ

を果たす－ようにお願いします。その第一は，生

きとし生ける者に対する誓約として，貧困，疾病，

無知．天災で生活を脅かされている人々に同情を寄
せ，実際に役立つ援助の手を差しのべることです。

人類を苦しめている諸問題に対して．実行可能な解

決策を提供するのが私たちの仕事であります。不可

抗力の力によって，その存在そのものすら脅かされ
ている人々に対しても，またほんの少し手助けして

もらうだけで生活を軌道に乗せることが出来る人々

に対しても，等しく援助の手をさしのべるのが私た

ちの仕事です。そうして，我が３万にも及ぶ地域社

会で洩れなく生活の質を高めることがロータリーの

仕事なのです。

もし人類が私たちの仕事だとすれば，私たちの製

品は奉仕です，そして会員は私たちの最も貴重な資
産です。強力な会員組織を持たなければ全世界で急

速に地えつ槌ある私たちの製品に対する需要に応ず

ることなど望むべくもありません。2001～02年度

において，私たちは全世界的にロータリー拡大強化

の方策を講じ，それによって世界に貢献する能力を

強化したいのです。これこそ私たちの最優先課題です。

そこで，第二の誓約として，私はあなた方にお願

いします－それは私たちと同様に，その才能や技

術を発揮する機会に忠まれ，然もその能力を生かし

て人の役に立ちたいという意欲のある駆業，専門職

務の指導者層に手を差し伸べて，これを取り込むこ

とです。何か有意義な道で世界的に際立ったことを

したいと考えている人々や，また自分では気付かず

ともロータリアンと同じ様な考えを持ち同じ様な行

いをしている人々が居ることも，私たちは皆よく知

っています。こういう個人個人をロータリーに引き

込むことが私たちの仕耶です。

ロータリーのお陰で私たちがより良い人間に育て

られたことは，大方の人々の認めるところでしょ

う。私たちの人生においてもしロータリーがなかっ

たら，私たちはこれほどまでに自分を他に捧げるこ

となどしなかったはずです。また奉仕を運び届ける

ロータリーの組織化された制度がなかったら．他人

を助けようとする私たちの努力も，おそらくそれほ

ど多くの人々に及ばず．かくも連く地球の果てまで
伸びてゆくこともなかったでしょう。ロータリーは

私の人生に授かった贈物でした－それは私が他の

３

人々と分かち合いたいと望んでいる善行の機縁，ま

たあなた方にも同じ機に分かち合ってもらいたいと

思うこの機縁．という附物です。

強力で持続的な会員組織は我が団体の内的健康度

を測る物差しです。2001～02年度，私は全ロータ
リアン．全クラブ，全地区に対して，以下四つの目

標に的をしぼって挑戦する様要請致します：（１）会

員増強,教育，同化,退会防止と拡大（２）クラブ内
における教育，訓練の改善，会長エレクト研修セミ

ナー（PETS),新会員の啓発誘導(3)ロータリーに
対する公共的イメージ（４）各ロータリー・クラブの

強化拡大一ロータリーが提示する数々の機会を捉
えて会員を教育し，地域社会にあまねくロータリー

の善意の仕事を推進し，そして私たちのクラブすべ

てが会員を引きつけ維持するに足る確固たる体質を
備えるようにして，意義深い永続的創造と発展の舜

台装磁を作り上げましょう。

ヴィクトリア朝時代の文学に通じているロータリ

アンなら，この2001～02年度のテーマがチャール

ズ･ディッケンズの人気物語クリスマス･キャロルか

ら引用したものだとお気付きでしょう。これは人生

訓的なお話ですが，冷酷非情な事業家エベネザァ・

スクルージの所へ死んだ昔の相棒ジェコブ・マーレ

イが幽悪になって出て来ます。そのマーレイはあの

世へ行ってから，生前思い過りの無い振舞いをして

来たことを後悔し，ずっとその苦しみにさいなまれ

ているのでした。それを見てスクルージは，「だっ

てお前さんは何時でも立派な仕事師だったじゃない

か」と慰めの言葉をかけます。すると悲嘆にかきく

れた幽霊は，がっくり首を落として，「仕事だって１

人類が私の仕事だったんだ。社会の安寧こそ私の仕

耶だった：博愛,憐懸.寛容,慈善，このすべてが私

のなすべき仕邪だったのに｡････‘」と泣き叫ぶのでした。

ロータリーの会員になることによって，その人の

人生が豊かになり，別人の様に変ることさえあると

いう，このロータリーの魔術を他の人々に分かち与
えて下さい。

ロータリアンたるもの誰でも，人道的な働きをせ

ずに生涯を送ったことを後悔しながら，人生を終え

ることが無い様に致しましょう。ロータリーの道を

貫き，他人に奉仕し，成長と繁栄に力を尽くす，と

いうことによってこそすべてのロータリアンは．人

類が私たちの仕事，というこの力強い誓約を公言し

て果たすことが出来るのです。

紳謬！
リチャードＤ､キング

2001-02年度国際ロータリー会長



【略歴】

昭和２５年

昭和２５年

昭和29年

昭和３()年

第五高等学校理科卒業

九州大学医学部人学

九州大学医'濡ijや猫

九州大学灰学部雌婦人科学教塑人局

九州大学医学部付属病院刑手

医学博士（九州大学）

文部教官（九州大学付属病院助手）

禰崎県技術吏貝宮崎県立常崎産院院長宮崎県京宮崎病院産婦人科兼務

邸政伎'1‘1ｆ冊|M1迦備捕院座州人科部艇

蒋崎市において産婦人科病院を開業（伊地知産姉人科病院）

全面改築後大淵産婦人科病院と改称

大淵産婦人科クリニックと改め現在に語る

2001～2002年度第２７３０地区ガバナー

大淵達郎

昭和５年３月３０口生

本輔地熊本ﾘ‘↓鹿本郡菊鹿町大『郷M良４()２

現住所宮崎県宮崎市橘通１〔１丁目５番１６号

平成４年１ ０ 月 ８ 日

平成８年１１月２９[］

'９６～､９７年座

宮崎ロータリークラブ入会

（ロータリー歴２５年１０ケ川

ポール・ハリスフェロー

ベネファクター

樹崎ロータリークラブ会蛙

４

昭和３

昭和３

昭和８

昭和３

昭和４

昭和４

平成

年
年
年
年
年
年
年

３
４
５
８
０
４
６

【ロータリー歴】

昭和４８年１１月６i」



国際ロータリー第2730地区

2001～2002年度
地区運営方針

カバナー大淵達郎

本年度のＲＩ会長テーマは「ＭＡＮＫＩＮＤＩＳＯＵＲＢＵＳｌＮＥＳＳ」である。

このテーマの説明は添付のＲＩ会長メッセージに詳しいが，我々としては，日々のロータリー活動の中で

｢ＭＡＮＫＩＮＤ」という概念を頭に脳いて行動したいという意味に捉えたい。

四大奉仕部門を軸とする従来のロータリー活動は当然の廟として，特に強調したいことのみを以下に列

挙する。

ｌ会員増強

キング会長の本年度股大のテーマであって，殆どこれ一本といってもよい位である。

会長の示される目掃に向って努力したい。

２ロータリー財団への理解と協力

例年，年次寄付（ポール・ハリスフェロー）や恒久基金寄付（ベネファクター）などの額が問題にさ

れているが，これがどのように使用されているかについては比鮫的関心が薄いというか人任せのよう

な所がある。このあたりの状況に全ての会貝が関心を寄せ．我々の寄付がどのように社会のために貢

献しているかを知って置くことが望ましい。

例えば，国連高等弁務官であった緒方貞子氏は1951～52年度の財団奨学生であり，氏の活動の原点は

此処にあったと話されたそうである。

ＧＳＥについても，これに参加した方々がその後地域社会でどのようにその経験を生かしておられるか

何らかの，接触・硫掴が麺ましい。

又，財団支出の約４０％はポリオ・プラスに充てられており．西太平洋地区のポリオ撲滅宣言が昨年出

された。2005年には全世界での撲滅が期待されている。

３米山紀念奨学会への協力

日本のロータリーの創設者米山梅吉氏（1868～1946）の名を冠しているがこの奨学金がスタートした

のは1952年（昭和27年）サンフランシスコ郷括条約の翌年からである。当初はアジア地区の学生を

日本に呼び勉強させて，その地区に返すことから始まった。（その後定款が変更されアジア以外の学生

にも開放され．場合によっては元の国に帰らなくてもよい）

中曽根内閣が制学生１０万人計画を提唱したが現在６万人台とのことである。民間にあって日本のロー

タリーの葡学生支擾耶業は非術に商く評価されている。昨年蝉国の駐日大使として赴任された極相

施氏は東京大学・同大学院と４年間米山奨学生であった由であり米山奨学会評凝員会にて識演された。

５



会 長挨拶

竹下 威

２００１～'０２年度，鹿児島西ロータリークラブの会長を務めさせていただ

くことになりました。記念すべき新千年紀の始めに，伝統ある当クラブの会長

をお引受することは，私自身にとって光栄なことであると同時に身の引き締ま

る思いが致します。

ロータリアンとしての経験は僅か１５年，幹事の経験はありません。したが

って，ロータリーに対する知識は必ずしも十分ではありませんが，須田幹事，

各委員会の委員長はじめ会員の皆様方，そしてご家族の皆様方のご協力，ご指

導を賜りながら精一杯与えられた務めを果たしたいと思っています。どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。

リチャードＤ・キングＲＩ会長が本年度のテーマとして提示されたことばは

｢人類が私たちの仕事」.MankindisourBusiness，'です。大淵達郎地区ガバ

ナーは，これを，われわれロータリアンとしては，日々のロータリー活動の中

で「人類」という概念を念頭に置いて行動したい，という趣旨に捉えられまし

た。

私たちロータリアンは，各自の職業に誇りを持ち，その職業を通じて社会に

奉仕するという理想を抱いていますが，この奉仕活動の中に，示されたテーマ

の持つ精神を１１１１噸し生かして行きたいと考えます。

この一年は，クラブ内では，会員の増強，相互の研讃・親睦を，対外的に

は，地域社会への奉仕や広報活動をそれぞれ目途とし，楽しく，温かく，なご

やかな雰囲気を醸し出すクラブとして活動できるよう努力する心算です。

本年度は，当クラブ創立４０周年の直前年度であり，又，海江田卓会員のガ

バナー就任の直前年度にも当ります。記念行事や地区の諸行事の準備で，何か

と会員及びご家族の皆様にご負担をお掛けすることになると思いますが，どう

ぞご支援ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

６



幹事挨拶

須田正己

創立40周年を１年後に迎える，伝統ある鹿児島西ロータリークラブの幹

事の大役を務めることとなりました。

入会13年が過ぎ，各委員会経歴も浅く，いまだにロータリーのことも理

解出来ぬまま，大事な時期の幹事として，又，たくさんの先避が見守るなか

不安をいだきながらも，竹下会長の指導のもと「楽しく」又，会貝「一人一

人が責任」をもてるクラブづくりに励んでいこうと思っています。

私共鹿児島西ロータリークラブ内では，例会に出席することが楽しいと

多くの会員が思っている現在の状況を引き継ぎ，相互の親睦を更に深め資

質の向上に努めていこうと考えています。

先輩会員の思想を尊重し新しい会員の発案を取り入れながら現状に見合

う例会づくりをねがい，又会員増強につとめ，Ｒ財団･米山奨学雅金等の拡

大にも力を注いでいくつもりです。

一年間全会員のご協力とご指導のほど宜しく願い致します。

７
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(役員・理耶）会畏竹下威

(役員・理蛎）幹事須田正己

(選出・理事）職業奉仕委員長山下侭

(選出・理事）社会奉仕委員長池田勝一郎

(選出・理事）新世代委員長川畑宏二

(選出・理事）国際奉仕委員長江口清隆

(役員・理 事）会計岩元基
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池田勝一郎

川畑宏

有村仁志

渡田悦郎

江口清隆

山田晴彬

岩切坐

小山幸義

川平建次郎

池田千明
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天 本 美 信

正建二目｜

福田一別

町山Ⅲ

桐 M桂一郎

藤川毅

上原満

榎山浩典

樋 渡 良 一

日高好久

大山康成

玉 利 賢 介
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長 柄英男

染 川 周 郎

山下他

商井敏治田崎一郎

福田 正 臣 小 田 代 憲 一 水 測 消 治

小 園正人中嶋健桜美義明村田和雄
井倉渦山本広明庵木英雄大迫剛

串間新一郎西川明寛

中園 雅 治

三角桂次郎中村一雄海江田卓

岩 元紀彦松田健一玉川哲生

太 原春雄江夏洋藤井洋三

岩男秀彦松田忠臣山元正明

鮫島信一町田猛大山康成榎田浩典
池田 千 明 桐 明 桂 一 郎 玉 利 賢 介 染 川 周 郎
天本美信藤川毅長柄英男正建二郎

樋波良一前田樹一郎福田一郎日高好久

川平趣次郎

鉾 之原大助田中 寛吉
七七台■■■ｳｳＯ由０００ウＯＯＯＯＯＯＯ⑪｡

高 山義則佐藤雅春

森俊英福元紳一田畑勇

古木圭介板木泰文

坂元明雄藤安秀一

森永茂樹宮村敏郎

佐伯誘郎野添良隆

池田 勝一郎川畑宏二江口消隆

第2730地区ガバナーエレクト海江田卓

第2730地区ボランティア委員会・委員長高山義則

第2730地区新世代委員会・委員徳留忠敬

第2730地区ＧＳＥ委員会・委員南徹

創立40周年記念郡業難術・委員長小山幸義

クラブ奉仕委員会・副委員長

米山記念奨学会委員会・副委員長暫定的に代行する。

１０－



9．地区外ロータリークラブ

との姉妹兄弟関係

クラブ概況報
(平成１３年７月１日現在）

1963年（S38年)３月23日

1963年（S38年)６月27日(九州において第28番目）

1963年（S38年)１１月20日

ニッチシ・Ｐ・ラハリー（インド）

進藤誠一（第370地区）

鹿児島ロータリークラブ

24名（その内現在会員１名）

l・加治木ＲＣｌ９６７年（S42年）６月24日

2.加世田ＲＣｌ９７２年（S47年)１０月18日

3.枕崎ＲＣｌ９７２年（S47年)１２月４日

4.鹿児島城西ＲＣｌ９８６年（S61年）９月16日

1.第2800地区日本鶴岡ＲＣ

＝1965年（S40年)５月9日締結

会員相互親善訪問，週報等の交換

2.節5130地区米国カリフォルニア州サンタロー

ザ・サンライズＲＣ

＝1989年（平成元年)４月29日締結

青少年交換事業

1.鶴丸高校IＡＣ

発会日1964年（S39年）１０月８日

2.鹿児島高校IＡＣ

発会日1971年（S46年）６月17日

名称：鹿児島西ローターアクトクラブ

1976年（S51年)６月24Ｈ発会

名称：鹿児島西プロバスクラブ

1998年（Ｈ１0年)１月23日発会

鹿児島市中央部を貫通する甲突川上流の玉江

橋から下流へ－西田橋一高麗橋に至り西へ高

麗町本通り一大学通り－中郡電停一更に電車

路線に沿い鵜池公園南角に至り西へ谷山街道

を経て宇宿町へ至る鹿児島市西方区域。（但

し，旧谷山市に属する区域を除く）

創立年月日

承認年月日

チャーターナイト

当 時 の Ｒ ・Ｉ会長

当時 の ガバナー

スポンサークラブ

チ ャ ー タ ーメンバー

アデイショナルクラブ名と

創立年月日

●
●
●
●
。
●
●
●

。
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旦
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10．提唱インターアクトクラブ

11．提唱ローターアクトクラブ

12．提唱プロバスクラブ

域13.区
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正会員50名

アデショナル正会員０名

シニア・アクチブ会員４１名

計９１名

60.2才

媛高８２才最低３６才

80代４名７０代１１名

60代３０名５０代３３名

40代１１名３０代２名

本年度目標94％

35,000円

190,000円

1,900円

毎週週報を発行

｢ロータリーの友」全員脳読

１０回

７回

２回

定例…毎月第２例会日

臨時…必要に応じて随時

年２回

市内…６回

務 所 鹿児島市金生町3番1号山形屋内

TEL(099-223-5902）FAX(099-223-7507）

毎週水曜日12時30分～13時30分

山形屋１号館7階社交室
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犬伏康夫
小山幸義
大小田友一
島 津 忠 丸

計２４名

片平可也
以上１０名

故（永松寅夫）
以上８名

以上２名

河 井 時 義
故（徳潮紀生）

安田正治
木治屋克己
中 村 一 雄
染川周郎
岩田泰一
福 田 一 郎
山下和磨
樋 波 良 一
山下略三
有馬戦男
和田武弘
天 本 美 信
徳留忠敬
川畑宏二
小田代憲一
橋元忠也
小山幸義

以上９６名

池田穂
桜 美 義 明

故（菅囲男）

○チャーターメンバー
安楽慶一郎福井浩船木潔堀俊一
岩 元健吉岩元正二河井時 義 川 村 洋
倉園消市黒木長太郎牧田健二松元明人
大山実西 郷隆永桜美四郎柴山一雄
田原誠助婚一郎土橋英夫米倉 秀雄

○マルチプル・フェロー
故（柴山一雄）（１回）池口恵観（３回）玉川哲生（１回）
小園正人坂元明雄高井敏治山下健高山義則
故（菅富男）

○ベネファクター
中 村一雄古木圭介坂元明雄須田正己
故（菅富男）太原春雄竹下洋

○メモリアルコントリビューター故（菅冨男）川平建次郎

○ポールハリス・フェロー
故（塘一郎） 柿市高重藤安辰造故（ 牧 田 健 二 ）
故（川 村 洋 ） 故（土檎滋）川上鋤太郎故（川田恵一）
故（海老原利則）有馬志享林其為故（外西寿彦）

池田贋福田敏之岩元紀彦村田和雄
上原満岩元基竹下洋岩男秀彦
三角桂次郎田中寛吉太原春雄榎田浩典

故（永松実夫）水流洋森永茂樹前田樹一郎
鉾 之 原 大助竹下威山元正明長柄英男
松 田 忠 臣田崎一郎中川宏若松喜八郎
江 口 清 隆山田暗彬板木泰文玉利賢介
佐伯諦郎本田亨海江田卓三反田藤男
須田正己江夏洋故（柴山一滴）野添良隆
中嫡他東郷三郎加藤一徳藤川毅
大浦教一田畑勇正建二郎原田隼男
坂木貞剛藤安秀一岩切豊有村仁志
日高好久藤裕己福元紳一中園雅治
南徹池田勝一郎鮫島信一深尾兼好
秋月宗近庵木英雄池田千明桐明桂一郎
福島徹郎松田健一中村英幸西川明寛
川平建次郎

○ポールハリス準フェロー
故（ 桜 美 四 郎 ）故（岩元健吉）岩元正二故（岡山栄）
故（永井利承 ） 浜 田 馨 中 村 善治光吉正昭

久 野 洋 一 崎元行範故（内山光男）古木圭介

◎米山功労ｸﾗ鰯議撚|能：
○米山功労者

玉川哲生高山義則片平可也村田和雄

○米山功労法人
（名）明石屋菓子店（岩田泰一）育英社㈱（前田樹一郎）ヤ

○米山ファンドフェロー
宇治野純章岩男秀彦故（永松賢夫）山元

○準米山功労者
岩元紀彦川 平建次郎山元正明須田正己
坂 元 明 雄海江田卓有馬戦男池田千明
若松喜八郎

前田樹一郎）竹下清蔵商店（竹下洋）

山 元 正 明
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豊
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昭和 西暦

３８～３９ １９６３～６４

３９～４０ １９６４～６５

４０～４１ １９６５～６６

４１～４２ １９６６～６７

４２～４３ １９６７～６８

４３～４４ １９６８～６９

４４～４５ １９６９～７０

４５～４６ １９７０～７１

４６～４７ １９７１～７２

４７～４８ １９７２～７３

４８～４９ １９７３～７４

４９～５０ １９７４～７５

５０～５１ １９７５～７６

５１～５２ １９７６～７７

５２～５３ １９７７～７８

５３～５４ １９７８～７９

５４～５５ １９７９～８０

５５～５６ １９８０～８１

５６～５７ １９８１～８２

５７～５８ １９８２～８３

５８～５９ １９８３～８４

５９～６０ １９８４～８５

６０～６１ １９８５～８６

６１～６２ １９８６～８７

６２～６３ １９８７～８８

６３～６４ １９８８～８９

Ｈ１～Ｈ２ １９８９～９０

Ｈ２～Ｈ３ １９９０～９１

Ｈ３～Ｈ４ １９９１～９２

Ｈ４～Ｈ５ １９９２～９３

Ｈ５～Ｈ６ １９９３～９４

Ｈ６～Ｈ７ １９９４～９５

Ｈ７～Ｈ８ １９９５～９６

Ｈ８～Ｈ９ １９９６～９７

Ｈ９～ＨｌＯ １９９７～９８

HlO～Ｈｌｌ １９９８～９９

Hll～Ｈｌ２ １９９９～２０００

Hl2～Ｈｌ３ ２０００～２００１

Hl3～Ｈｌ４ ２００１～２００２

西ロータリークラブの推移

ガバナー

嘉村平八

町田秀実

島津久 厚

吉村常助

向笠広次

大津簡造

日高安壮

八田秋

小田一昭

東博仁

杉原頼三

竹野融

後藤基彰

塘一郎

西田武雄

吉村武文

井上和人

福 島 親比古

大 久保一郎

杉村進

丸田美徳

、中千尋

外山三郎

岩灘光男

池、卓 郎

岡村俊一

岩下哲夫

今林重夫

井上日出男

本坊蔵吉

三 重野良輔

佐々 木典綱

竹内三郎

海江田順三郎

図師鎮雄

鮫島哲也

井ノ上繁

安満良・明

大淵達郎

1４

会 長

初代

２代

３代

４代

５代

６代

７代

８代

９代

１０代

１１代

１２代

１３代

１４代

１５代

１６代

１７代

１８代

１９代

２０代

２１代

２２代

２３代

２４代

２５代

２６代

２７

２８代

２９代

３０代

３１代

３２代

３３代

３４代

３５代

３６代

３７代

３８代

３９代

桜美四郎

土橋英夫

塘一郎

米倉秀夫

島津忠丸

鮫島志芽太

佐伯延次郎

久保田彦穂

岩元正二

牧田健

川村洋

新福栄熊

福田敏之

岡元健一郎

河井時義

藤安辰造

川上識太郎

浜田馨

中村俊雄

久保政次

高井敏治

池田 展

福田正臣

中村善治

小圃正人

外西寿彦

三角桂次郎

川田恵一

木治屋克己

岩元紀彦

岩男秀彦

吉留益

岩元 基

玉川哲生

高山義則

海江田 卓

太原春雄

山元正明

竹下威



(歴代会長並びに幹事）

幹事 会員数 平均 年齢 平均出席率

川村 洋 35名 50.0才 99.18％

高徳三蔵 4４ 4９ ０ 9９ １１

河井時義 4８ ５１ 4０ 9９ 0９

藤安辰造 4６ 5２ 7０ 9８ 8１

安楽慶一郎 ５５ 5３ 3０ 9９ 7９

柴山一雄 5８ 5３ ００ 9９ 9２

高井敏治 ６１ 5２ 8０ 9９ 9２

久保政次 6５ 5２ 6０ 9８ 8３

田平穂章 7３ 5３ １９ 9９ 0１

浜田馨 7９ 5２ ０９ 9８ １４

外西寿彦 7５ 5４ 3０ 9８ 7３

小山幸義 7９ 5３ 8０ 9７ 9１

池田庇 8５ 5４ 6０ 9７ 6３

中村善治 8６ 5５ 7０ 9５ 4９

小園正人 9０ 5７ 1０ 9６ 5２

三角 桂 次 郎 8７ 5６ 4５ 9６ 5９

川田恵一 8８ 5７ 2５ 9６ 9２

光吉正昭 8７ 5７ 4７ 9７ ０７

徳鰯紀生 8６ 5７ 5８ 9６ 2２

水測清治 8９ 5７ 0２ 9３ 9６

木治屋克己 8５ 5７ １８ 9３ 7５

柿市高重 8１ 5８ 2７ 9２ 0５

山下略三 8６ 5８ 2３ 9３ ３１

中尾洋 8５ 5７ 6３ 9５ 3６

桜美義明 8９ 5８ 1０ 9４ 7４

岩元 基 9１ 5８ 0５ 9４ 0６

古木圭介 9０ 5７ 9７ 9３ 2１

内 山光男 9４ 5７ 7２ 9１ 6８

上原満 9６ 5７ 4９ 9０ 3３

玉川哲生 9９ 5７ 9１ 9１ 9４

佐伯涛郎 9５ 5８ 3７ 8８ １３

江夏洋 8７ 5７ 2９ 8８ 9４

中川 宏 8７ 5７ 8６ 9０ 6２

森永茂樹 9１ 5７ 2９ 9１ 1２

榎田浩 9２ 5７ 3７ 9２ 6５

岩田泰一 9６ 5７ 8５ 9１ ９１

村田和雄 9７ 5７ 5３ 9１ 5４

川平逆次郎 9５ 5９ 0２ 9３ 9２

須田正己 9１ 6０ 0２

－１５－



基本方針

委員会報

クラブ奉仕委員 会

告

委員長：小山幸義

委 員 ： （ 副 ） 水 流 洋 ， 竹 下洋，諏訪園隆，山下略三

中村英幸，深尾兼 好，南徹，加藤一徳，有馬戦男

坂木貞剛

クラブ奉仕は関係各委員会の事業がスムーズに運営できる様に調整連絡をとり，すべての行事をバ

ックアップするべく行動する。

本年度の計画

１．委員の意志疎通を図るため．随時委員会を開催する。

２．西ＲＣにふさわしい雰囲気を保ちながら，会員相互の親睦推進のためバックアップする。

３．新入会員へ適切な情報を提供して，さらに友惰を深めるよう努力する。

会員増強委員会

委員長：竹下洋

委員：（副）鮫島信一，池口恵瀬，岩田泰一，徳留忠敬

基本方針

クラブの円滑な運営，活性化と発展の為に，年齢的にも職業的にもバランスの取れた会員栂成を目

とし，その実現の為に会員選考・職業分類の両委員会と辿係を強め会員増強に努力します。

本年度の計画

１．社会状況を考え５％程度の会員増強を目指します。

２．未充填職業の会員増強に努力します。
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基本方針

会員選考委員 会

委貝長：諏訪剛随

委員：（副）前田樹一郎，木治屋克己三反田藤男

会員の選零については，下肥の点に翻意する。

１．クラブ会側として適格性をもち，艇務活動を支障なく果せること。

2．奉仕の柵神にあふれ，積極的に奉仕活動をすること。

本年度の計画

１．会員に推測された人を速やかに検討し，理邪会に報告する。

２．会員jW強，職業分類の各委員会と巡絡を密にして，熱意のある会員の噌強につとめたい。

職業分類委員 会

委員 長：山下購三

委員：（刑）川平趣次郎．商井敬治．田崎一郎

基本 方針

地域社会の職業分類について澗査し‘これに対する充堀並びに未充

業分類上からみた会員柵成の改善点を検討する。

これに対する充堀並びに未充填職業の分類表を作成して． 職

本年度の計画

１．地域社会の職業分類とこれに対する充堀並びに未充堀の分額表を作成する。

２．バランスのとれた会員柵成を目標にクラブ奉仕．会員地強，会員選考の各委員会と協力し未充填

職業の会員穫得に努力する。
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出席委 員 会

委貝股：中村英幸

委員：（副）池田千明，佃田正臣，小田代憲一，水測消治

基本方針

クラブ出席が会員の義務である耶を再翌識いただき，出席による会員相互の理解と親睦を深めて頂

きたい。

本年度の計画

１．出席率が落ちた会員への声掛をしていきたい。

２．親睦委員会・他委貝会などの協力をいただき．出席しやすいクラブを目指したい。

親 睦 委員 会

委員長：深尾兼好

委員：（副）天本美僧，小圃正人，中剛健，桜美義明

村Ⅲ和雄，井角澗，山本広明，庵木英雄，大迫剛

串間新一郎，西川明寛

基本方針

１．会貝相互の親睦を深めるとともに，ビジター，ゲストが気持ちよく例会に参加できる雰囲気づく

りにつとめる。

２．新入会員が一日でも早くクラブになじめるよう諸行耶への積極的参画を促す。

本年度の計画

1．槻月会，クリスマス家族会を含む参睦会を年４回実施する。各行事については，クラブの特徴を

生かした内容とするため，ＳＡＡと協力し，親睦委員会全員で取り組む。

２．ニコニコボックスの件数を期やすため，各会員の柵報収築を密にし，例会場入口での声かけを行

う。

３．親睦梢報踏（手帆サイズ）を企IIIliする。
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報。雑誌 委員

委員長：南徹

委員：（副）正建二郎，中園雅治

基本方針

１．会員，特に新入会員に，会員の特典と責務に関する梢報を提供し，会員が適切な理解をして，早

期にクラブに慣れ親しめるようにする。

２．会員に，国際ロータリーの歴史，綱領，活動等各方面に側する1W報を提供する。

３．月例学習会の充実を図る。

本年度の計画

１．年間少なくとも二回，新入会員を対象にして，各委員長及び幹耶のご協力をいただいて，「新人

会風との懇談会」を実施する。

２．会員．特に新入会員を対象にして‘毎月第一月珊日午後６時３０分～８時３０分の11Mに「月例学

習会」を実施する。

今
云

ロータリー情報委員会

会

委員艮：加藤一徳

委員：（副）隅田一郎．三角桂次郎，中村一雄．海江田卓

基本方針

１．毎週ごとに週報を発行し，クラブ内外の愉報を伝連する。

２．ロータリーの友・ガバナー月信の愛読を奨励し、投稿を耐める。

３．クラブ活動内容を記録として残す。

本年度の計画

１．週報の内容充実に務める。

２．各委員会活動愉報を提供して頂き掲職に努める。

３．ロータリーの友.ガバナー月偏．時耶愉報等の紹介にも配噸する。

４．インターネットによる冊報交換を奨励する。
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プログラム委員会

委員壁：有馬戦男

委員：（副）町田猛，岩元紀彦，松田健一，玉川哲生

基本方針

新会長の方針にそって例会が明るく楽しいものになるよう配慮したプログラム縄成をしていきま

す。

会員卓舗と外部獅師のバランスをとり，テーマのある内容にしていきたいと思います。

本年度の計画

１．前期，後期で各々テーマを定め，それに沿った内容の卓話を計画する。

２．会員卓話も昨年度同棟に多くしていきたい。（特に先lMi会員の方々 にもお願いしたい。）

３．女性の卓諾者も招きたい。

広 報委員 会

委員長：坂木貞副

委員：（副）桐明佳一郎，太原春雄，江夏洋，藤井洋三

基本方針

ロータリークラブの奉仕の理念及び活動について，地域社会の趨識を深めるよう地元マスコミの協

力をいただくため，報道各社との良好な関係を維持し、邪ある時に備える棟に努力する耶を基本方針

とする。

本年度の計画

１．従来広報委員会が続けて来た報道機関各社との懇談会は今年も間脳するが．更に定期的なニュー

スソースの提供の一手段として，予算をいただければ西クラブの会報を毎週各社に送付し，ロータ

リーの精神と活動状況の認識を深めてもらう。

２．１．の話題提供のため各委員会の活動状況についてのニュースを積極的に提供していただく。
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職業奉仕委員

ＳＡＡ委員

委員長：若松卿八郎

委員：（副）片平可也，秋月宗近

基本方針

例会場の気品を保ち‘例会が秩序正しく運営されるよう努める。又，会員間の親睦を図るための会

場作りをする。

本年度の計画

１．定刻開始．定刻終了の厳守。

２．ゲスト，ビジターの送迎に配噸する。

３．新入会員との交流，交友が良く図れるよう，座席配賦を工夫していきたい。

４．卓話中の私語の禁止，禁煙及び樵幣咽賭の自粛の協力を働きかけたい。

今
云

今
云

委員長：山下他

委員：（副）藤川毅，岩男秀彦，松田忠臣．山元正明

基 本方針

会員各自が自己の職業に誇りと自覚を持つとともに他の会員の職業に対する理解と翌識を深め，各

会員及びクラブがそれぞれの職業を通じて奉仕を日常活動として実践し，地域社会に貢献することを

基本方針とする。

本年度の計画

１．職業奉仕の認識を高める率を目標に基本方針である｡職業宣言一を例会場に掲示する。

２．ボランティア委員会と協力し会員個人並にロータリークラブとしてのボランティア活動に取組め

るよう推進する。

３．職業訪問として１０月に南日本新聞社社屋及び最先端設備の見学を実施する。

４．クラブ会員の推萌を受け隠れた優良従業員の表彰を行う。

５．新世代委員会と協力してインターアクト高校における職業選択フォーラムを計画する。

６．四つのテスト唱和の実施。

７．クラブ会員それぞれ職業奉仕の実態や翌識理解する機会を設ける。

８．地域ボランティア団体の活動内容の充実を図る。
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ボランティア委員会

委員長：福島徹郎

委員：（副）上原滴，鮫島信一，町田猛，大山服成

榎田浩典，池田千明，桐明桂一郎，玉利賢介．染川周郎

天本美信，藤川毅，長 柄 英 男 ． 正 建 二 郎 ， 樋 波 良 一

前田樹一郎，庵木英雄，日高好久，川平趣次郎

基本方針

１．ロータリーのモットーである「超我の奉仕」の梢神を喚起し，より多くのロータリアンがボラン

ティア活動に参加，実行していく事により地域社会に貢献していく。

２．職業奉仕委員会，社会奉仕委員会や国際奉仕委員会等と協力しながら奉仕活動を推進していく。

本年度の計画

１．ボランティア活動についての正しい理解と啓発を．学習会・例会卓話等での小養員会として展開

していく。

２．各委員会のボランティア活動について．過去の体験や現在の取り組み等を「私のボランティア活

動体験」としてアンケート調査を行い，発表，紹介をし更なる理解と啓発につなげていく。

社会奉仕 委員 会

委員長：池田勝一郎

委員（副）掴田法典，鉾之原大助．Ⅲ中寛吉

基本方針

社会の変化に応じ，地域社会が必要としている事柄を模索し，これを奉仕活動する率により，ロー

タリーの活動を世に知らしめる。

本年度の計画

１．継続プログラムを従来通り実行する。

①ロータリー賞一社会奉仕実践に胸る。

②社会福祉施設「ゆうかり学園」の訪問。

③西鹿児島駅前の滑掃（ＲＡＣとの協力）

２．プロパスクラブと協同で各種施設の訪問や棚祉サービス，ボランティアのあり方を探る。
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新世代委員
△、
=

委員 長：川畑宏二

委員：（副）樋波良一，高山義則，佐藤雅容

基本方針

青少年が社会奉仕の理念追求のための活動ができる環境づくりを支援する。さらに背少年に直接接

し行動する機会をつくり若い指導者の育成につとめる。

本年度の計画

1．青少年の活動を積極的に支援する。

２．青少年の活動．会合に参加，協力する。

３．インターアクトの会員期強及び活動に協力する。

ローターアクト委員会

委員長 ：有村仁志

委員：（副）日高好久，福元紳一．田畑勇，森俊英

基本方針

ＲＩによって規定される「標単ローターアクトクラブ定款．細則」に則って．ローターアクトクラ

ブ会員がクラブ参画の意義を自らの力で見いだせるよう助言．指導，協力する。

その歴史や伝統を尊亜しつつも．時代に合ったローターアクトの在り方を協凝し，同時に会員の拡

大を図っていく。

本年度の計画

ローターアクトクラブの計画に添って，研修・社会奉仕活動への参加と協力を行う。

１．月２回の例会

２．西駅前広場の清掃（第一日曜日，午前６時半）

３．「愛の聖母園訪問（第一日曜日消掃作業のあと）

４．研修会及び他のクラブとの交流

５．チャリティーバザー季
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インターアクト委員会

委員長：波田悦郎

委貝：（副）大山康成，古木圭介，板木泰文

基本方針

背少年が将来社会の一員としてりつばに活踊できるように，職業選択フォーラム等を通して，社会

奉仕の理念を理解してもらう。

本年度の計画

１．インターアクト年次大会への参加。

２．インターアクトクラブ協鵡会への参加。

３．職業選択フォーラムへの参加。

４．会貝地強をはかる。

国際奉仕委員 会

委員長：江口消隆

委貝：（副）王利賢介，坂元明雄，藤安秀一

基 本方針

ロータリー活動を通じて海外の出来るだけ多くの人々と交流し，親善と理解を深め．国際平和の一

興を担うこと。

本年度の計画

１．ミレニアムの機会に国隙交流の意義．あり方等を研究．検討してより一層の会員の交流の推進を

行う。

（新たな友好盟約クラブ作りに向けて会貝の皆様のコンセンサス作りを目指します。）

２．鹿児島・サンタローザ友好協会が行う青少年交換プログラム（本年度は受け入れ）支援として

３０万円を補助し、背少年が滞在中本クラブ例会に招待し，また歓迎会，送別会等に出席する。

３．世界理解月川では．学習会．例会等で愉報を提供する。

４．その他地区及び他委貝会の計画に協力する。
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